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育てたい生徒像
１ 知・徳・体の調和のとれた感性豊かで至誠の心を持つ生徒
２ 人権を尊重し，民主的でかつ協和の精神に富んだたくましい生徒
３ 勤労と責任を重んじ，自主的・自立的に行動できる生徒
４ 自己のあり方や生き方について考える生徒

徳島県立小松島西高等学校勝浦校



総 括 評 価 表
重点課題 １
「わかる授業の展開と確かな学力の定着」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価
（全体レベル） ①-1学習プリント等の整理（ﾌｧｲﾙ綴じ） ①-1学習プリント等の整理（ﾌｧｲﾙ綴じ） 評定 Ｂ

机上・ロッカーの整理整頓 机上・ロッカーの整理整頓 （所見）
基礎的・基本的な知識・技 １年生 ８０%以上 １年生 ９０％ ２年生 ９０％ Ｂ 学習プリント等の整理や机上・ロッ
術を習得させるため，指導 ２，３年生 ９０％以上 ３年生 ９０％ カーの整理整頓はＨＲによってばらつ
方法の工夫・改善を行い， ①-2家庭学習の習慣化 ①-2家庭学習の習慣化 きが見られる。生徒の自己管理力を身 ○家庭学習の習慣化
生徒の学力の定着と向上を 自宅学習ゼロ時間でない生徒 自宅学習ゼロ時間でない生徒 に付けさせるためにも継続した指導が
図る。 １年生 ４０％以上 １年生 ６０％ ２年生 ５８％ C 必要と考える。家庭学習の習慣化や自

２，３年生 ６０％以上 ３年生 ８７％ 主学習に関しては，まだまだのようで
①-3長期休業中の課題提出率 ①-3長期休業中の課題提出率 ある。家庭学習の習慣化は目標を達成

（下位組織レベル） １，２年生 ８０％以上 １年生 ９５％ ２年生 ８９％ Ｂ することが困難ではあるが，継続して
３年生 ９０％以上 ３年生 ８８％ 指導をしていきたい。 B

①学習習慣の定着 ② 授業の取組に関するアンケート ② 授業の取組に関するアンケート 授業の取組に関するアンケート結果
生徒の自己評価 ８０％以上 １学期末 自己評価 平均８２％ A より，約８割の生徒が授業に関して満

②基礎学力の向上 ２学期末 自己評価 平均８７％ 足しているようである。また授業の内
③-1授業見学会の実施 ③-1 3学年 ６月２７日（木） 容についても大半の生徒が満足してい

③指導技術の向上と評価方 各学期に１回 2学年 ９月１９日（木） A るようなので，今後も基礎基本を重視
法の工夫・改善 1学年 １１月２８日（木） したわかる授業をめざしていきたい。

③-2年間学習指導計画の検討 ③-2 各教科の観点別評価に基づき，年 指導技術の向上に関しては，授業見 ○授業内容の改善
④授業時間数の確保 評価方法の改善 間学習指導計画の評価の方法について Ｂ 学会だけでなく，様々な機会をとらえ ○評価方法の見直し

見直しや改善を行った。 て高めていく必要があると考える。
④ 授業実施率（２学期末現在）の向上 ④ 授業実施率（ｶｯｺ内は前年） 授業時数の確保についても各担当と ○学校行事の精選

実施授業時数 応用生産科 ２１．５（２０．８） Ｂ 連携して取り組むことができた。 ○授業時間数の確保
単位数 園芸福祉科 ２１．５（２０．７）

活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見
①-1整理整頓 自己管理の徹底 ①-1 ほとんどの生徒ができているが， ① 学習プリント等は各授業担当者，机上，

机上，ロッカーの整理整頓 一部の生徒は教科書やノートをロッカ ロッカーの整理整頓は各ＨＲ担任による 家庭学習の習慣づけは大切なこと ○教室の美化
配布物等の自己管理 ーの上に置いたままである。配布物も 指導が欠かせないので，生徒に粘り強く で，継続指導を行って欲しい。 ○学習環境の整備

保護者まで届いていない場合がある。 指導を継続しなければならない。今後も 2 年生で目標に達していないかも
①-2家庭学習時間の調査 ①-2 定期考査前に家庭学習時間の調査 継続して自己管理の力を身に付けさせた しれないが、全体としては，みんな

定期考査前に調査を実施 を実施したが，家庭での学習は定着し い。 よく頑張っている。
調査結果の集計 ていない。 家庭学習についても，保護者からの声

①-3課題提出状況の調査 ①-3 課題の提出状況を共有し，教科担 かけなど，少しでも家庭において学習を 他の教科の授業を見学することは
教科担当とＨＲ担任の連携した指導 当だけでなくＨＲ担任からも課題の提 取り組む習慣を身に付けさせたい。 とてもいいことであると思う。引き

出に関する指導を行った。 続き実施して，教科を越えて多くの
② アンケートの集計 ② １学期末，２学期末にアンケートを ② アンケート結果からＨＲごとの状況や 教師が参加できる有意義なものにし ○アンケート結果の

結果に関する情報共有，状況改善 実施し，その結果を校務運営委員会な 生徒の素直な感想や意見を知ることがで てほしい。 情報発信
どで周知し，状況の改善に努めた。 きた。

③-1授業見学会 実施方法の改善 ③-1 今年度は年間５回実施する人権学 ③ 人権学習ＨＲ活動を授業見学会として 授業時間数の確保は難しい問題だ。 ○より充実した授業
授業者の指導力及び生徒の状況把握 習ＨＲ活動のうち１回を授業見学会と 実施したことで，生徒はもちろん教員に 高校入試が本校で行われることもあ 見学会の実施

して実施した。 とっても指導方法の改善につながる貴重 り，それに伴う会議や準備などで，
③-2各科目における評価基準の検討 ③-2 各科目の年間学習指導計画の作成 な機会になったと思われる。視聴覚機器 短縮授業にせざるを得ないなどの事

生徒の実態に応じた授業展開 にあわせて授業の単元や評価基準の検 を活用した授業が実施できるよう継続し 情もある。少ないようなら長期休業
討を行っている。 て指導力向上をめざした取組が必要であ 中に補うなど，授業時間巣の確保に

る。 向けて今後も取り組んで欲しい。 ○出張・年休等に伴
④ 授業の実施時数の集計 ④ 校務運営委員会において，授業実施 ④ 今後も学校行事の精選や授業カウント う自習の削減

授業実施率の算出 時間数，授業実施率を報告した。学校 の増加に努めていきたい。出張・年休等
学校行事の精選，授業の振替え等 行事カウントを授業カウントに変更す による授業の振替えも可能な範囲で実施

るなど実施時数の確保に努めた。 していきたい。



総 括 評 価 表

重点課題 ２
「豊かな人間性の育成と人権教育の推進」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価
（全体レベル） ①-1 人権学習ホームルーム活動満足度 ①-1 満足度は生徒約 70 ％，教職員が 評定 Ｂ

80％をめざす。 約 80％であり，次年度はさらに満足 （所見）
一人一人を大切にし，互い 度の向上をめざしたい。 Ｃ 人権学習ホームルーム活動は，今年 ○実施内容の工夫及
に思いやり尊重する態度を 度は「同和問題」を中心とするホーム び教職員対象の勉
育てるとともに，生命や人 ルーム活動を全学年で実施。ホームル 強会の実施
権を大切にする意欲を培い ①-2 いじめ等に関するアンケートを学期 ①-2 いじめ問題に関するアンケートを ーム活動後のアンケートでは生徒の理
実践力を身につける。 に１回実施し，実態を把握し防止に努 実施し，ホームルームの環境づくり Ｂ 解度や関心も約 80％以上と高かった。

める。 に活かすことができた。 しかし積極的な取組には課題が残っ B ○同和問題学習の充
た。教職員に対しては年間 3 回の授 実

①-3 全学年で道徳教育のホームルーム活 ①-3 道徳教育のホームルーム活動は実 業見学会を人権問題の研修とし，毎回
動を計画的におこなう。 施できなかったが，日々の社会道徳 C アンケート結果を共有した。同和問題

の指導などで積み重ねることができ 勉強会も実施したので充実度は高かっ ○研修内容の検討
た。 た。また「防災と人権」のホームルー

② 教職員研修対象の研修会参加率を 85 ② 教職員対象の研修会の参加率は約 ム活動と炊き出し訓練を今年度も実施
（下位組織レベル） ％以上をめざす。また，その充実感や満 80 ％を超えた。また充実感や満足度 Ｂ することができた。今後も教職員の研

足度を 70%以上にする。 は約 70％であった。 修会等を充実させるため，日程や内容
①ホームルーム活動づくり を精選する必要がある。
②教職員研修の充実

活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見 ○各ホームルーム活
①-1 人権学習ホームルーム活動を行うに ①-1 今年度は同和問題中心の人権学習 ①-1 年間を通して「同和問題」について取 動実施前の事前勉

あたっては，人権教育課が学年に応じ ホームルーム活動なので，各学年担当 り組んだ。また「個別人研課題」につい 生徒の皆さんは，全体の雰囲気が 強会実施
た資料を提示する。 から学年に応じた資料を提示した。 ての学習に取り組むことができた。 素晴らしいと思う。実習など一生懸

命取り組もうという，前向きな気持
①-2 いじめなどに関するアンケートを実 ①-2 いじめ問題に関するアンケートが ①-2 本年度はいじめ問題を中心とする人 ちがいい。これは，学校教育の成果 ○アンケート内容の

施し，実態把握に努め，適切な対応を 実施できた。 権意識調査を行うことができた。 ではないか。 再検討
おこなう。

アンケートを見る限り，学びの姿
①-3 道徳教育のホームルーム活動を実施 ①-3 行事等の関係で今年度は実施する ①-3 来年度は行事など日程をみながら，道 勢としてはいいが，それを行動に結 ○活動内容・テーマ

する際には全学年の統一の指導案を作 ことができなかった。 徳教育のホームルーム活動に関する指導 びつけることが課題である。 の検討
成する。 案を作成する予定。

道徳が新たに入ってくるのは，何
②-1 校外の研修会には，教職員が少なく ②-1 日程や内容により，全員の教職員 ②-1 教職員が充実した研修を受ける事が かを減らしてというのではないので，○計画的な実施及び

とも年間１回以上参加するようにす が参加することが難しかった。 できる環境整備に努力が必要である。 大変だ。教員にも，どう扱ったらい 効果的な研修内容
る。 いのかとまどいがあると思う。HR の検討

活動の中で実施できていないかもし
②-2 校内の研修会を年間 2 回以上実施す ②-2 今年度は「同和問題」について基 ②-2 身近に存在する重大な人権問題につい れないが，各教科や学校行事など，

る。 本的なことや事例について授業見学会 て話し合うきっかけになったので，これ それぞれの場面で十分いろいろ取り
を通じて教職員で共有することができ からも積極的に取り組んでいきたい。 組んでいると思うので，それを続け
た。 ていったらいいのではないか。。

②-3 特別支援教育の理解を深めるため ②-3 今年度は生徒理解のためのケース ②-3 学校の実態に応じた研修会を展開して ○関係諸機関や保護
に，年間 1回以上研修会を実施する。 会議を増やし，特別支援に関する研修 いくことが必要である。 者とのスムーズな

会として実施した。 連携

②-4 特別支援関係機関との連携・相談を ②-4 ケースに応じて各機関と連絡を取 ②-4 生徒に関する情報を教職員でいつでも
はかり，ケース会議を年間 2回以上実 り，相談をおこなった。またケース会 共有できるように,会議の日程や内容を吟
施する。 議を実施した。 味していく必要がある。



総 括 評 価 表
重点課題 ３
「キャリア教育の推進と進路希望の実現」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ①-1 卒業時における生徒の進路決定率 90 ①-1 卒業時における生徒の進路決定率 評定 Ｂ
％以上をめざす。 １００％ Ａ （所見） ○進路について考え

望ましい職業観・勤労観及 １年生のうちから将来について考 る機会を増やす。
び職業に関する知識や技能 ①-2「勝浦塾」就業体験学習自己評価肯定 ①-2 「勝浦塾」就業体験自己評価率 B える機会をもたせ，常日頃から生徒と

率 80％以上をめざす。 ９７．３％ たせ考えさせることができた。生徒と
進路を選択する能力と態度 保護者が進路について話し合う機会も
を育てる。 ② 総求人数 250 人以上をめざし，50 社以 ② 総求人数 ５７６ 増えた。 ○「勝浦塾」への参

上企業訪問を実施する。 訪問企業数 ７５ Ａ 「勝浦塾」や進路ガイダンス等を通 B 加を呼びかけ，仕
じて仕事に対するイメージを持たせ 事をするというこ

③ 資格・検定合格率 ③ 資格・検定合格率 ることができた。 とについて考えさ
（下位組織レベル） １年生 資格試験については，生徒が主体的 せる。

刈払機取扱作業者教育 80％以上 刈払機取扱作業者教育 C に取組み，将来役立つような活動がで
①組織的なキャリア教育の ２年生 合格者 ３４名（１００％） きた。ただ，農業技術検定対策の授業
推進 日本農業技術検定３級 70％以上 日本農業技術検定３級 のあり方については，農業科で再検討

合格者 ０名（ ０％） を行う必要がある。
②企業訪問と求人開拓
③資格取得の奨励

活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見
①-1 2学期に「勝浦塾」（企業訪問・見学） ①-1 ２年生全員を対象に企業見学を実 ①-1 企業見学を実施したことにより，仕事 ○就業体験学習の継
をおこなう。ポスター等で成果を報告 施した。企業の方から進路に向けた指 の内容を知ることができた。また企業の 普段見ることのできない企業を見 続実施。
する。 導助言をいただいた。収穫祭では，そ 方から仕事の喜びや厳しさを教えられた 学に行き，実態や実務を知ることは

の成果をまとめ掲示した。 ことにより，勤労観が育成された。 有意義だ。生徒の意識向上にもつな ○体験したことを活
がっていると思う。 かして適切な進路

①-2 職業理解・職業体験のため分野別の ①-2 進路ガイダンス・職業体験を学期 ①-2 職業体験により実際の仕事について学 指導へと繋げる。
職業ガイダンスを学期に１回実施する。 に１回実施した。３年生は１学期に職 べる機会ができ，体験することによって 日本農業技術検定は，内容が広く
３年生は職業ガイダンスを実施する。 業ガイダンスを行い，就職の心構えや 適性も判り将来について深く考えること て難しい。これを受けること自体に ○生徒の希望を把握

就職マナーについて学習した。 ができた。 無理があるのではないか。普段の授 し会社と連携する。
業を背景とした資格や検定なら意味

②-1 進路指導課・３年学年団を中心に５， ②-1 ５，６月を中心に管理職・進路指 ②-1 生徒との面談を通じて生徒が希望する があると思う。自主的なチャレンジ ○将来の進路と高校
６月に企業を訪問する。 導課・３年生学年団が分担して企業訪 職種を把握し，それに応じた企業訪問を は大切にしたいので，全員受検でな 生活について結び

問を実施して求人依頼を行った。 計画的に実施することができた。また， くてもいいと思う。また，授業以外 つけて考えさせる。
企業とも信頼関係を築くことができた。 に特別なことをする必要があるなら，

意欲を見て，放課後個別に補習など
②-2 ホームルーム活動，授業等を通じて ②-2 各学期において進路指導について ②-2 進路指導の授業等を通じて，どのよう で指導してはどうか。 ○キャリアパスポー
の進路指導を年３回以上おこなう。 のＨＲ活動や授業を行った。特に３年 な高校生活を送れば良いのかと考える良 トを使用し，生活

生の１学期においては履歴書の書き方 い機会となった。３年生は就職・進学の を振り返る機会を
や面接指導等を何度も実施した。 書類の書き方や面接マナーなどを学ぶこ 持たせる。

とができた。
○新入試制度に対応

③-1 関係機関との連携 ③-1 園芸装飾技能士，小型車両系建設 ③-1 各種検定や資格取得について積極的に した進学指導。
各種検定や資格に関する情報発信 機械，食品衛生責任者養成講習修了な 取り組むよう，ＨＲ担任や資格担当教員

ど検定や資格の合格者を出すことがで による情報発信を行うことができた。
きた。 ○日本農業技術検定

の合格者を増加さ
③-2 ２年生 ③-2 検定前に授業形式で，過去問題に ③-2 農業技術検定の合格率を向上させる指 せる。

科目「課題研究」での検定対策 取り組む補習を行った。 導のあり方について，今後も検討する必
過去問題等の活用，指導方法の改善 要がある。



総 括 評 価 表

重点課題 ４
「基本的生活習慣の確立と規範意識の育成」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ① 年間５回以上全校集会を実施し，頭髪 ① 毎月はじめに全校集会を実施し，頭 評定 Ｂ 〇今後も継続して毎
・服装指導や特別指導防止に向けた生徒 髪・服装・指導をな らびに生活面で （所見） 月全校集会を実施

愛情と信頼に満ちた人間関 指導面での改善を図る。 のアドバイスを実施した。 Ｂ 毎月月はじめに全校集会を開催し，基 する事で，生活面
係を構築し，社会の一員と 本的生活習慣の確立を目指した全校集会 での指導の向上が
しての責任と義務を自覚さ を実施している。 期待できる。
せるとともに，自律心を養 ② 校内，校外における交通安全講習会を ② 本年度については、7 月に１回交通 また，クラスを中心に遅刻無断欠席に B
い規範意識を醸成する。 年１回以上，運転技能向上講習会を年１ 安全に係る交通講習会を実施した。 係る指導に努めた。 ○授業中にスマート

回以上開催する。 なお，運転技能講習会については対 Ｂ さらに，6 月より授業開始前にスマー フォンを預かる活
象者がいないため実施せず。 トフォンを預かり，授業後に返却する活 動は，大変効果的

動を始めたが，大変効果的であった。 であったため，今
（下位組織レベル） 交通安全教室は１回実施した。 後も継続していき

たい。
①頭髪・服装指導の徹底と
基本的生活習慣の育成 活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見 〇今後も継続して毎

① 各学期の節目に全校集会をおこない， ① 本年度については、毎月全校集会を ① 毎月全校集会を実施し,学年，学校全体で 月全校集会等を通
②交通事故の防止と通学マ ＨＲ，学年，学校全体で共通意識を持ち 実施し,学年，学校全体で共通意識を持 共通意識を持ち連携を図りながら，効率的 校長先生はいつもいる訳ではな じて生活面での指
ナーの向上 連携を図りながら，効率的で公平な指導 ち連携を図りながら，効率的で公平な で公平な指導に努めることができた。 いので，全校集会で毎回校長先生 導の向上が期待で

をおこなう。 指導をおこなった。 の話があるというのは素晴らしい きる。
ことだ。各課連絡など，授業以外

②-1 バス通学状況の把握と改善指導を常 ②-1 バス通学状況の把握と改善指導を ②-1 バス通学状況の把握と改善指導を常時行 で，いろいろな人の話を聞く機会 〇今後も継続した指
時行い，バス会社や地域，家庭と連携 常時行い，バス会社や地域，家庭と連 い，バス会社や地域，家庭と連携した指導 があることも素晴らしい。 導に努める。
した指導を実施する。 携した指導の実施に努めた。 を実施に努めることができた。

スマートフォンの回収は，準備
②-2 駐輪場の整理・整頓，年度当初の車 ②-2 駐輪場の整理・整頓，校内外の交 ②-2 駐輪場の整理・整頓，年度当初の車体検 の時間も必要だっただろうし，大 〇今後も継続した指
体検査，校内外の交通安全教室を実施 通安全教室を実施し，交通規範意識の 査，校内外の交通安全教室を実施し，交通 変だったと思うが，混乱なく実施 導に努める。
し，交通規範意識の向上を図る。 向上に努めた。年度当初の車体検査に 規範意識の向上に努めることができた。 できていること素晴らしい。生徒

ついては実施できず，２学期当初に実 と先生の信頼関係があるからでは
施した。 ないか。生徒と先生の距離が近い

②-3 全てのバイク通学生徒は年１回以上 ②-3 今年度バイク通学生はいなかった ②-3 今年度バイク通学生はいなかったため２ というのも，いいことだ。 〇今後も継続した指
２輪車実技安全講習を実施し，運転技 ため，２輪車実技安全講習は実施しな 輪車実技安全講習を実施しなかったが，交 導に努める。
能向上と，交通安全の規範意識を高め かった。 通安全の規範意識を高めるることができた。 具体的に言わないとわからない
る。 こともある。例えば事故後の対応

など，しっかりしておくことが大
切である。

生育環境が大きく変わっており，
自転車が車両であるという感覚を
持っていない生徒や，自転車通学
を認めていない中学校があったり
するので，バイク通学は認めない
方向で仕方がないと思う。



総 括 評 価 表

重点課題 ５
「特別活動の活性化と環境教育の推進」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価 〇すべての行事の計

（全体レベル） ①-1 生徒の特別活動満足度 90 ％をめざ ① 学校行事全体の満足度は８０％を超 評定 Ｂ 画・立案・相談の
す。 えた。体育祭・収穫祭については９０ （所見） 迅速化

％を超え，充実できたと考える。 Ｂ 学校行事の面においては，生徒会を
創造的な活動を通して集 中心に活動を行い，満足度も一定の数 〇特活課と農業科，
団，社会の一員としての自 ①-2 収穫祭における来場者数 300 名をめ ①-2 今年は天候にも恵まれ，来場者数 値は得られている。しかし，生徒数の および各担当との
覚を深め，よりよい生活， ざす。 は３００人を超えた。農産物バザーも Ｂ 減少もあり，一部の生徒に依存してい 連携
環境づくりに主体的に取り 盛況であった。 る状況は今年度もかわらない。 B
組む意欲と実践力を育て ①-3 学年集会を５回以上実施する。 ①-3 体育祭に関する学年集会を１回行 文化祭については，年々出場希望者 〇文化祭・体育祭・
る。 った。 Ｂ の減少により，生徒の主体的な企画 収穫祭のあり方の

①-4 生徒会行事の度に学校 HPに掲載し， ①-4 各行事ごとにＨＰに掲載すること 運営が難しくなってきている現状があ
情報発信に努め，理解と協力を促す。 ができた。収穫祭の告知や，部活動の Ｂ る。

（下位組織レベル） 大会報告など，情報発信できた。 部活動では，ライフル射撃部や民芸 〇部活動の活性化
② 部活動加入率 50 ％をめざす。また ② 部活動加入率は４２％であったが， 部は今年度も全国規模で活躍している

①生徒会活動・ＨＲ活動の 部活動における生徒の満足度 90％をめ 実際に活動している生徒の満足度は９ が，他の部も，人数が少ない中でどう
活性化 ざす。 ０％を超えるものであった。 Ｂ 活性化していったらいいのかが今後の ○リサイクル活動の

②部活動の充実・活性化 ③-1 ゴミ箱の設置方法を工夫し，ゴミの ③-1 分別が徹底できていない面も見ら 課題である。 推進
分別の徹底を図る。 れたが，日々の清掃・美化活動の中で Ｂ

③環境・エネルギー教育の 一定の成果は上げている。
充実 ③-2 定期的に校内清掃活動を行う。その ③-2 今年度は行事前のみ活動をおこな

際の生徒会役員の参加率 100％をめざ った。来年度は定期的に活動をしたい。 Ｃ
す。

活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見 〇本校や地域への積
①-1 体育祭，文化祭において生徒の実態 ①-1 体育祭は途中雨のため，種目を一 極的な働きかけ

に応じた 企画・運営が図れるよう指 部カットして行ったが，臨機応変に対 少人数の学校ではあるが，知恵を絞り充実 どこの学校でも，芸術などの特別
導実施する。 応でき，後片付けも短時間でスムーズ 感や達成感を得られるような行事が実施で な教科を教えられる教員が不足して 〇各行事の内容の充

に終了できた。文化祭は出場希望者が きるように考えていかなければならない。 いるようだ。来年度補充講師を見つ 実
少なくなってきているため，生徒の主 本校・分校・クラス・学年を越えてコミュ けることが課題であるなら，直接そ
体的な企画運営が難しいことが課題で ニケーションをとり，本校や地域への積極 のような学部を持つ大学に声をかけ 〇綿密な連携
ある。 的な働きかけも必要であると考える。 ておき、新卒者を紹介してもらうと

①-2 学校行事への主体的な参画が図れる ①-2 行事やイベントの際，参加者が固 また，一人一人のマナーの向上や，環境 いう方法もあるのではないか。 〇一人一人のマナー
よう一人一役，責任を持って取り組む 定されてくるということが課題であ 美化に関する意識の向上についても，日々 の向上
よう指導する。 る。 の教育活動の中で取り組んでいきたい。 文化祭で農業クラブのクイズを実

② 自然科学部は，農業の授業とも絡ま ② 日頃の学習で学んだ知識や技術をい 施したのは良かった。少人数の学校 〇環境美化に関する
せ，より地域に出て行きやすくするた かして様々な活動に取り組んだ。 ではあるが，今後も知恵を絞り工夫 意識の向上
めに，全員参加の部活動の形態を取ら をして，達成感を得られるような行
せる。 事が実施できればいいと思う。

③ 毎日の清掃や大掃除の時には整備委員 ③ 日々の清掃活動の中で生徒のマナー
が率先して清掃活動に取り組むととも の向上やごみ分別・リサイクルの意識
に，ゴミの分別を徹底させる。 について一定の成果を上げることがで

きた。



総 括 評 価 表

重点課題 ６
「学校の活性化，産業教育の振興と新しい学校づくり」

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 今後の改善方策
重 点 目 標 評価指標と活動計画 評 価 総合評価（評定）

評価指標 評価指標による達成度 評定 総合評価

（全体レベル） ① 校外実習活動，交流学習の実施数を年 ① 校外実習活動と交流学習の実施回 評定 Ａ
間 30回以上行う。 数 Ａ （所見）

基礎・基本の定着を図りこ （計 30回） 地域に根ざした学校として地域貢
れまでの教育を創造し，地 ② 年間を通して野菜・果樹・草花・加工 ② 年間を通して 野菜，果樹，草花， 献，環境保全活動や新しい時代に対応 A
域に根ざした活力と魅力あ 品等を中心に農産物の生産と販売をおこ 加工品等を中心に農産物の生産と販売 Ａ した農業教育を実践してきた。今後も，
る学校づくりを推進する。 なう。 を行うことができた。 地域に根ざした学校として活動してい

③ ホームページの更新を月平均 10 回以 ③ ホームページの更新については月平 きたい。
上おこなう。 均 Ａ

①本校教育の地域への還元 （10回）
活動計画 活動計画の実施状況 成果と課題 学校関係者の意見

②農場経営の活性化 ①-1 地元小・中学校・高等学校・特別支 ①-1 ひのみね支援学校 1 回（花壇作 日頃学習した農業に関する知識や技術を
援学校等で土作りから栽培管理等につ り），横瀬小学校 5 回（野菜の定植の いかして様々な活動に取り組んできた。交 毎年同じことの繰り返しでも，天 ○ 校外実習活動，交

③広報活動の充実 いて農業支援をおこない交流を深め ための圃場整備やサツマイモ植えつけ 流学習や学校間連携では，農業についての 候などによって実は毎年違っており， 流学習の継続と実
る。（15回以上） ・収穫），上勝中学校 1 回（草花寄せ 知識や技術を支援することで生徒自らの学 いい栽培経験になっている。近年は 6 施。生徒の自主性

植え他），勝浦中学校１回（草花の寄 習意欲が喚起され，自信となった。また， 次産業にスポットが当たっているが， ・主体性の育成
せ植え他），小松島西高校との松西藍 体験をとおしてコミュニケーション能力の 生産そのものにもっと光を当てるこ
プロジェクト（藍の栽培・染色体験）4 向上や本校の取り組みについて理解しても とも大切だと思う。 ○ 校外での活動を行
回 らう良い機会となった。今後も生徒の自主 うための予算確保

（計 12回） 性や主体性を育てるように取り組むことが 老人ホームなどでの活動は，日頃
①-2 地元の病院や介護福祉施設へ出向 ①-2 勝浦病院（花壇作り，庭園管理 4 必要である。 見られない生徒の顔を見ることがで ○ 施設・設備の計画

き，花壇作り等環境整備をおこなう。 回），特別養護老人ホーム喜楽苑（花 バイオテクノロジーを活用し，絶滅危惧 きる上に，生徒の成長につながって 的な整備と有効活
（15回以上） 壇作り・庭園管理・寄せ植え交流 8 種や希少植物の保護，保全活動ができた。 おり，素晴らしいと思う。また，3 用の推進

回） （計 12回） しかし，現地への移動方法や資材の購入等 年目を迎える藍プロジェクトは，今
①-3 ジンリョウユリ等希少植物の苗の提 ①-3 ジンリョウユリ等希少植物の苗 の予算捻出や授業時間の調整が課題である。年チェコで技術交流を行っている。 ○ 研究機関や農家等
供，植え付け，観察等増殖活動をおこ の提供，植え付け，観察等の増殖活 地域に根ざした学校として，また，農業高 勝浦校で栽培した沈殿藍を使ってお の見学や研修。そ
なう。（2回以上） 動を行った。 校として生産から加工・販売に取り組んで り，そのような活動をもっと宣伝し のための予算確保

（計 3回） きた。そして，地域の農産物及びその販売 たらいいのではないか。例えば，JA
①-4 棚田での田植え，稲刈り等保全活動 ①-4 田植え，除草，稲刈り等へ参加し 状況についても学習することができた。 の農業新聞などにとりあげてもらっ ○ 情報発信と宣伝活

をおこなう。（3回） た。 （計 3回） 新鮮で市場価格よりも安く安全で安心な てはどうか。 動の充実
②-1 地元に期待されている草花や野菜等 ②-1 草花苗，メロンやトマト・露地野 農産物が購入できると地域の方々からも好

魅力ある農産物の生産を心掛ける。 菜，スダチジャムやマーマレイド等多 評であった。 「よってネ市」は、他の農家の方
くの農産物を小学校や中学校，収穫祭， 施設・設備の老朽化における計画的な整 とのバランスもあると思うが、もっ
農産物販売所「よってネ市」等で販売 備と有効利用，狭小な圃場の有効活用を更 と大きなポップにならないか。勝浦
し，みなさんに喜んで頂いた。 に検討していく必要がある。 校のラベルがあると，みんなよく知

②-2 地元の農産物販売所「よってネ市」 ②-2 野菜・果樹・草花等多くの農産物 ホームページへの掲載は，学校と地域社 っていて，購入することで応援して
で野菜・果樹・草花等の農産物をあわ の種類と数量を販売することができ 会を繋ぐ大きな接点となった。ホームペー くれている。
せて年間 35品目以上販売する。 た。 （計 33品目） ジの掲載を更に進めたい。

ホームページの更新は大変だと思
③-1 ホームページの内容を見直し，新し ③-1 記事の内容や見やすさを考えて学 うが，月単位で各校務分掌が交代で

いデータに更新する。 校の様子や生徒の活動状況等を紹介し 更新していることは素晴らしいと思
た。 う。

③-2 学校と保護者の連携を図るため各イ ③-2 保護者に各行事等についての案内
ベントに応じて情報の発信をおこな や連絡をしたりホームページでの掲載
い，説明責任を果たす。 をしたりして情報の発信を行うことが

できた。


